
－ �－

──周作クラブ会報──

周
作
ク
ラ
ブ
・
第
８
回
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

　

第
８
回
定
時
総
会
を
以
下
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
遠
方
の
人
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
限
り
ご
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
出
欠
の
返
信
は
9

月
20
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。
欠
席
の
方
は
委
任
状
へ
の
署
名
を
お
忘
れ
な
く
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
同
じ
如
水
会
館
で
「
周
作
忌
」
の
集
い
が
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ち

ら
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
０
０
８
年
９
月
29
日（
月
）
午
後
４
時
～
５
時
30
分

会
場	

「
如
水
会
館
」
東
京
一
ツ
橋
２
の
１
の
１�

０
３
・
３
２
６
１
・
１
１
０
１（
代
）

〈
交
通
〉	

地
下
鉄
「
神
保
町
」（
半
蔵
門
線
・
三
田
線
・
新
宿
線
）
い
ず
れ
も
Ａ
８
・
Ａ
９

	
	
	

出
口
よ
り
徒
歩
３
分
。
地
下
鉄
東
西
線「
竹
橋
」１
Ｂ
出
口
よ
り
徒
歩
４
分
。

議
題　

２
０
０
８
年
度
事
業
報
告
／
同
会
計
報
告
／
２
０
０
９
年
度
事
業
計
画
／
同

予
算
計
画
／
関
西
支
部
報
告
／
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
報
告
／
意
見
交
換
会

第
12
回
「
周
作
忌
」
の
集
い
の
ご
案
内

　

今
年
か
ら
会
場
は
「
如
水
会
館
」
と
な
り
ま
し
た
。
上
記
の
通
り
、
遠
藤
周
作
さ

ん
の
会
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し
く
心
あ
た
た
ま
る
会
と
な
る
予
定
で
す
。
関
係
者
の
方
々

も
遠
藤
フ
ァ
ン
の
方
も
、
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
気
軽
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
０
０
８
年
９
月
29
日
（
月
）
午
後
６
時
～
８
時
30
分

会
場	

「
如
水
会
館
」
東
京
一
ツ
橋
２
の
１
の
１�

０
３
・
３
２
６
１
・
１
１
０
１（
代
）

〈
交
通
〉	

地
下
鉄
「
神
保
町
」（
半
蔵
門
線
・
三
田
線
・
新
宿
線
）
い
ず
れ
も
Ａ
８
・
Ａ
９

	
	
	

出
口
よ
り
徒
歩
３
分
。
地
下
鉄
東
西
線「
竹
橋
」１
Ｂ
出
口
よ
り
徒
歩
４
分
。

会
費　

７
０
０
０
円
（
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

主
催　

遠
藤
周
作
忌
実
行
委
員
会　

事
務
局
・
周
作
ク
ラ
ブ

　

９
月
29
日
は
遠
藤
周
作
さ
ん
の
12
回
目
の
命
日
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
歓
談
で
き
る
会

場
を
用
意
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
と
合
唱
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
自
由
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
「
周
作
忌
」
の
集
い
は
、
慶
應

大
学
に
近
い
三
田
の「
中
国
飯
店
」で
行
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
会
場
は
神
田
一

ツ
橋
の
「
如
水
会
館
」
に
な
り
ま
す
。

　

広
め
の
会
場
で
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
談

没
後
12
年
・
周
作
忌
の
集
い

９
月
29
日
「
東
京
・
如
水
会
館
」
に
大
集
合

９
月
29
日
は
「
周
作
忌
」
で
す
。
１
９
９
６
年
９
月
29
日
、狐
狸
庵
山
人
・
遠
藤
周
作
は
、

73
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
年
は
没
後
12
年
、
十
二
支
で
い
い
ま
す
と
、
ち
ょ
う
ど

ひ
と
回
り
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
「
周
作
忌
」
の
会
場
を
、
東
京
一
ツ
橋

の
「
如
水
会
館
」
に
移
し
ま
し
た
。
午
後
６
時
か
ら
、
ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
！

笑
も
で
き
、
ワ
イ
ン
や
料
理
、
そ
れ
に
遠
藤

先
生
の
好
き
だ
っ
た
音
楽
な
ど
も
楽
し
み
な

が
ら
、
な
ご
や
か
な
一
夕
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

遠
藤
先
生
の
ご
友
人
の
方
々
や
、
親
し

か
っ
た
作
家
・
編
集
者
・
新
聞
記
者
の
皆
さ

ん
、
そ
れ
に
旧
「
劇
団
樹
座
」
の
仲
間
た
ち

な
ど
も
集
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
は
ピ
ア
ノ
も
用
意
し
ま
す
の
で
、
周

作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
「
無
鹿
」

が
、
素
敵
な
コ
ー
ラ
ス
を
聴
か
せ
て
く
れ
る

予
定
で
す
。
ま
た
長
崎
と
東
京
の
有
志
に
よ

る
「
オ
ラ
シ
ョ
」
の
合
唱
な
ど
も
。
他
に
も

思
わ
ぬ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
遠
藤
先
生
が
お
そ
ら
く
、
何
か
い

た
ず
ら
を
考
え
て
る
は
ず
で
す
か
ら
。

　

と
も
あ
れ
、９
月
29
日
（
月
）
午
後
６
時
、

ど
う
ぞ
「
如
水
会
館
」
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。
初
参
加
も
大
い
に
歓
迎
で
す
。
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◆主な記事◆
定
時
総
会
と
周
作
忌
の
お
知
ら
せ	（
１
面
）

原
稿
発
掘
「
三
度
目
の
ロ
ー
マ
」	

（
２
面
）

特
別
寄
稿
「
我
が
師
遠
藤
周
作
」	

（
5
面
）

「
長
崎
文
学
館
便
り
」	

（
６
面
）

『
深
い
河
』
を
私
は
こ
う
読
ん
だ	

（
8
面
）

一昨年の「周作忌」会場風景




